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一均等夫婦の概念についてー（Part 1 ）

久　　　神戸学院女子短大　水島かな江

　（目的）i£年,先進諸国では有配偶女子の（非農林）就業者比率か上昇して，わが国でも

1960年（17.2X)～･85年（43.7SS)と，僅か25年間に2.5倍，実数で353.5万→1344万へと･，

実に3.8倍の増加である．すなわち, 20世紀末～21世紀の家庭がワ-キングカップル型と

なることは，もはや自明の現象である．この型の特色は'egali tarianism'であることが諸

文献から窺われるが, 'egali tarian family'の用語が見られるにも関わらず，その詳しい

概念規定は殆どないに等しい．本論は上に述べたような理由から，現代家族分析のキーワ

ーヅとして，均等功ップルの実証的構築を試みたものである．，　　　　　　　　”

（方法) 1987年の８～10月の間，博報堂の均等夫婦調査（生活新聞）を参考として，大阪

府，奈良県，徳島県等，近畿圏の地方公務員の協力を得て, 7 ーキングカップルの生活構

造を比較分析した結果から，その一部を報告するものである．

　（結果）（X)'egal i tarianism'は主として夫婦間の'J ーダシップを対象としている．特に子

どもから観た両親の力関係の均等性である. (2)博報堂翻査の「均等性」は，年齢，学s.

収入，同級生, 独り暮らし等のいわぱ形式的均等性を独立変数とするものである. (3)本論

では生活時間と家事との相関，収入と家計費分担，小遣い等の実態から，いわば実質的均

等性に重点を置いた.〔(Part 2）生活時間における均等性, （Part 3）生活費における

均等性，参照. J（4)実質的均等カップルの諸特徴は, ①形式的均等性とも相関するが, ②

高学歴，若年齢，保育期等との相関が高い．かつ, ③権威指向は共に高く, ④家事分担は

伝統的性役割を反映する等,多様な均等因子の統合には更に時間が必要であろう．

'egali tarian coup 1e'の研究　一生活時間における均等性一一
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（目的) V -キングカップルの普及とともに，性役割における女子の負担率や夫婦間の')

ーダーシップにも,均等化への変化が表れてきたのであるが，これを以て直ちに均等型カ

ップルの誕生と見傲すには，幾多の問題点か残されままになっている．そこで本論では，

V -キングカップルの生活時間構造を対象として, （実質的）均等性と家族構成や夫婦属

性等の（形式的）均等因子との相関を分析して，均等型カップルに適切妥当な指標を作成

し，かつ，今後の翻査研究の基礎的資料を提供しようと試みたものである．

（方法）近畿圏の地方公務員（ワーキングカップル）の翻査資料･を分析対象とした点は．

　(Part 1）と同様である. 調査項目中，平日及び休日の生活時間記録を中心に，特に起床

から出勤までの時間帯と通動時間(mm距離）との関係等から析出した均等性が，朝の家

事（朝食）役割やその他の諸属性とどのように相関するか等を分析した．

（結果）(1)生活時間の均等性には，同時刻に起きて同時刻に出動する（形式的）一致と，

勤務条件や役割配分の都合で部分的ズレが観られても，実質的一致と見倣されるケースも

あり，分類にかなり困難を伴う点を指摘しておきたい. (2)こ.こでは形式的均等を紹介する

か，年齢，学歴，収入等の均等性と相mしないばかりでなく，通勤時間や勣務等の拘束時

間とも直接的関連性は観ちれなかった. (3)すなわち，起床時間と関わり無く，伝統的性役

割が維持される割合は圧倒的に高い. （夫①～⑤妻の５段階尺度で4.5）･（4)要するに起床

時間の一致度は，博報堂調査と異なり必ずしも均等カップルの指標として妥当かどうか，

更に検討の必要があろう. （ただし，均等因子が増えれば，これも均等型の一つである.)


